
紹

介

第
ご
ふ
1
四
旅
章
　
第
一
號
　
　
　
二
〇
ム
ハ

忠
勤
を
抽
ん
で
、
惹
い
て
は
佐
吉
准
領
欝
欝
の
住
民
が
南
出
に
誠
忠
を
捧
ぐ

る
に
到
る
深
き
因
磁
を
流
…
べ
て
昼
下
の
本
論
へ
の
伏
線
た
ら
し
め
て
み
る
こ

と
に
著
射
す
る
こ
と
に
よ
り
高
く
評
、
儂
さ
る
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
か
く
し
て
出
口
野
朝
廷
成
立
の
後
は
、
「
そ
の
晶
自
衛
と
し
て
、
財
源
地
と

し
て
、
そ
し
て
又
害
悪
の
官
軍
と
の
聯
絡
を
保
つ
交
通
の
要
職
と
し
て
」
大

阪
地
方
に
紙
た
な
る
意
謎
が
獲
生
し
た
と
な
す
著
者
の
一
貫
し
た
主
張
の
下

に
一
々
の
零
細
な
頚
象
が
悉
く
意
味
づ
け
ら
れ
、
野
盗
へ
の
馬
繋
に
於
い
て

整
然
と
配
合
さ
れ
て
み
る
の
を
看
る
こ
と
が
出
來
る
。
叙
逃
の
主
要
な
饗
象

が
搬
海
獣
の
境
に
畳
か
れ
て
る
な
が
ら
、
瀬
・
も
京
師
は
も
と
よ
り
轟
く
束
國

よ
り
西
海
に
亙
る
爾
軍
勢
威
の
興
亡
と
参
画
の
推
移
、
離
合
極
ま
り
無
き
武

家
方
諸
將
の
絢
背
の
受
端
が
縄
え
ず
語
ら
れ
て
み
る
の
も
、
決
し
て
冗
漫
な

粉
飾
と
し
て
潴
へ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
本
書
が
著
渚
自
身
に
よ
っ
て
抱
握

さ
れ
た
吉
野
総
代
史
の
醗
系
の
芸
表
で
あ
る
以
上
、
翼
然
黒
く
こ
と
を
許
さ

れ
ぬ
も
の
と
し
て
導
か
れ
て
來
て
る
る
の
で
あ
る
Q
調
は
い
翠
な
る
報
告
書

と
し
て
よ
り
竜
、
寧
ろ
…
畢
行
塞
と
し
て
世
に
贈
ら
れ
る
こ
と
の
豊
ま
し
い
好

蒋
と
織
…
し
て
謬
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
（
本
丈
一
三
三
頁
、
圃
販
二
五
葉
）
〔
獅

葉
身
儒
）

『
敦
燈
石
窒
寓
経
右
記
』
與
『
敦
燈
影
録
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
許
　
　
國
　
　
霧
編

．
西
紀
｝
入
八
九
年
糊
徽
仁
鉱
縣
】
W
o
≦
禽
大
佐
が
偶
然
支
那
土
耳
古
斯
坦
の

一、

n
覆
…
な
る
吐
露
O
ゴ
9
に
於
て
婆
羅
門
国
字
を
以
て
書
か
れ
た
古
文
書
を
　
裟

回
し
て
以
蓬
、
申
央
距
細
亜
地
方
に
多
撒
の
史
料
の
潜
藏
せ
ら
れ
艦
る
な
ら

む
こ
と
東
薦
の
東
洋
掃
溜
の
意
識
す
る
唐
と
な
り
し
が
、
次
で
一
入
九
三
年

熱
雷
．
鱒
罎
。
§
地
方
に
て
警
§
巴
文
字
を
以
て
書
か
れ
た
古
交

書
の
鐵
土
す
る
あ
り
、
恰
竜
時
を
嗣
じ
く
し
て
囚
節
ω
げ
び
q
錠
駐
搦
の
露
西
薫

総
醤
℃
①
窪
◎
〈
ω
鷺
特
軍
が
多
量
の
素
焼
の
陶
器
と
吉
文
欝
と
を
護
嘉
す
る

あ
り
、
該
地
方
一
叢
が
棄
洋
更
研
究
上
の
未
知
の
資
料
の
甕
庫
た
ら
む
こ
と

愈
ミ
學
翼
に
注
意
せ
ら
れ
、
墨
’
術
的
蝶
長
葱
を
麗
識
し
て
該
地
方
に
僻
す
る

機
蓬
東
酉
に
艶
…
る
。
乃
ち
露
西
亜
の
菌
冨
菖
Φ
5
N
、
英
吉
利
の
ω
騨
》
導
鉱

ω
野
営
、
鶴
逸
の
φ
昆
⇒
≦
豊
ぐ
p
囲
及
び
い
Φ
O
◎
ρ
、
B
本
の
大
谷
光
瑞
、
橘

瑞
超
の
諸
氏
、
佛
國
の
頃
9
。
巳
℃
Φ
罠
O
け
の
如
き
人
々
何
れ
・
も
此
の
地
の
畢

術
…
的
調
査
・
史
料
調
査
を
行
ふ
こ
と
と
な
っ
た
Q
　
唱
色
目
O
け
博
士
が
甘
粛
…
雀

敦
燵
縣
の
千
佛
洞
に
於
て
謙
る
燐
の
約
六
千
黙
の
古
交
書
は
佛
國
々
立
尊
書

館
に
、
ω
審
貯
博
士
の
簸
た
る
所
あ
約
六
千
既
…
の
・
も
の
ほ
大
英
博
物
館
に
、

そ
れ
み
＼
世
界
の
簑
と
し
て
痴
夢
せ
ら
れ
て
屠
る
事
は
淘
知
の
通
で
あ
る
。

此
の
古
交
書
の
持
ち
去
ち
れ
た
る
一
九
〇
七
・
一
九
〇
八
年
糊
鍬
罰
車
輪
一
汁
陣
聯

頃
は
支
那
は
溶
顯
政
府
に
し
て
、
斯
ぐ
の
如
き
貴
重
資
料
の
海
外
に
患
で
た

る
に
驚
き
、
一
三
に
於
て
敦
燵
の
地
方
官
の
怠
慢
を
庭
罰
し
、
一
面
に
於
て

北
京
よ
り
官
契
を
現
地
に
涯
遣
し
て
残
部
を
悉
く
北
京
に
楚
致
し
た
ρ
今
日

國
立
北
東
圖
書
館
に
回
せ
ら
る
る
敦
擦
…
三
見
資
料
は
そ
れ
で
あ
る
。

　
既
等
の
研
鋤
m
敦
爆
韓
竣
見
場
料
は
、
私
が
佛
階
醐
に
あ
る
も
の
を
悉
く
調
春
…
し

た
る
纏
験
に
面
す
れ
ば
、
北
魏
の
道
武
帯
時
代
よ
り
北
宋
の
太
宗
三
代
に
亙

る
約
野
饗
年
聞
に
域
は
敦
纏
地
方
に
て
書
窩
・
撰
、
蓮
せ
ら
れ
、
域
ほ
中
原
の

地
よ
り
敦
縫
地
方
に
邊
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
墨
汁
・
毛
筆
を
以
て
紙
癒

に
乎
爲
（
　
寮
干
絹
輻
あ
り
）
し
た
る
纏
典
史
籍
・
佛
敏
経
文
・
道
教
重
文
・
宮
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公
爵
公
文
欝
・
異
間
詰
蘭
書
・
具
注
暦
等
に
し
て
、
纏
典
癸
籍
・
道
佛
纏
交

類
は
大
抵
天
地
曲
尺
九
寸
瀧
分
内
外
の
竈
子
本
、
而
し
て
各
巻
の
長
さ
は
短

き
零
片
と
錐
も
曲
尺
二
尺
を
下
ら
ず
、
そ
の
長
き
も
の
に
至
り
て
は
曲
尺
三

十
尺
・
四
十
尺
に
及
ぶ
。
紙
表
に
は
概
ね
罫
界
線
を
織
し
、
其
の
鶴
員
大
抵

曲
尺
五
分
内
外
、
多
く
は
黄
廓
紙
で
あ
る
。
そ
の
他
の
も
の
は
昏
ζ
其
の
交

書
の
性
質
幻
的
に
出
講
せ
る
入
小
の
紙
輻
を
翔
ひ
概
ね
罫
界
線
を
霊
せ
ず
、

官
公
塘
の
避
雷
、
地
方
黒
斑
の
状
文
、
畏
岡
の
契
約
書
類
の
如
き
何
れ
も
既

の
後
嚢
に
駕
す
る
Q

　
本
圃
此
の
敦
燦
文
書
の
密
織
せ
ら
れ
た
纏
緯
は
闘
確
で
な
い
が
、
調
査
の

織
果
よ
り
観
る
と
敦
燦
地
方
か
ら
四
川
方
面
に
亙
り
嘗
て
存
し
た
る
乾
萌

寺
、
建
藁
寺
、
漂
土
寺
、
報
思
等
、
龍
興
寺
、
大
雲
寺
、
鍵
盤
寺
、
聖
光
寺
、

法
海
軍
、
乾
元
寺
、
開
元
寺
、
鯉
樹
寺
、
永
安
寺
、
賓
國
寺
、
大
慾
寺
、
普
光

穿
、
金
光
明
響
、
鍵
岡
寺
、
三
界
寺
、
永
康
寺
、
輝
中
院
、
周
家
籾
糠
、
官

難
蘭
著
、
蜜
清
子
爾
蒋
、
北
形
官
軍
蘭
若
、
樂
家
質
若
、
軍
門
蘭
若
、
興
善

専
、
繹
定
寺
、
懸
明
寺
な
ど
に
て
製
作
蜜
藏
預
藏
集
醸
し
た
る
も
の
を
ば
北

朱
の
太
宗
時
代
に
其
の
散
逸
を
睡
れ
て
何
人
か
が
縮
め
て
封
藏
す
る
に
至
り

し
も
の
ら
し
く
、
種
類
か
ら
謂
ふ
と
支
那
纏
籍
史
書
類
、
漢
鐸
佛
典
麗
其
嚢

疏
類
、
道
教
纏
興
及
其
義
疏
類
、
敦
燵
郡
地
方
宮
霧
公
文
書
類
、
敦
煙
郡
地

方
住
蝿
私
交
書
類
、
佛
寺
公
私
文
書
類
、
儀
就
轡
類
、
具
注
暦
臼
書
類
、
陰

陽
占
昆
書
類
、
支
那
交
學
及
俗
文
學
類
、
敦
燵
郡
地
方
地
理
書
類
、
敦
燦
地

方
少
年
子
弟
教
育
書
類
、
融
融
及
類
書
類
、
鰐
方
書
類
で
あ
る
。
大
英
簿
物

館
や
北
京
卜
書
拠
所
藏
の
も
の
も
大
抵
之
に
翻
…
す
る
牲
質
と
種
．
類
と
の
も
の

な
る
こ
と
想
像
が
付
し
鴛
ら
れ
る
。
佛
閣
の
も
の
は
幸
に
私
が
滞
佛
申
に
調

査
し
た
が
ト
欝
欝
の
も
の
は
僅
少
し
か
見
ず
、
北
京
の
も
の
ほ
從
楽
全
く
講

書
の
結
果
が
報
告
さ
れ
て
履
ら
ぬ
。

　
既
の
二
書
の
編
者
許
國
鎌
氏
は
湖
南
省
の
人
で
、
胡
鳴
盛
氏
の
門
人
、
北

京
所
藏
九
千
八
百
七
十
一
黙
の
敦
煙
獲
見
資
料
を
精
査
し
、
そ
の
爲
纏
の
識

語
を
蓬
録
編
纂
し
た
る
も
の
が
『
並
並
篇
輕
題
記
』
で
攣
文
・
偶
讃
・
腎
韻
。

文
疏
・
論
難
・
霧
隠
。
目
録
・
難
文
書
を
遙
録
編
次
し
た
も
の
が
『
雲
煙
、
職

録
』
で
、
つ
ま
り
北
京
に
あ
る
敦
埋
文
書
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
◎
篤
厚
題

記
に
て
そ
の
年
次
の
最
古
の
も
の
は
北
魏
文
成
帯
の
太
安
鰯
年
照
蹴
鵯
、
最
下

の
も
の
は
宋
の
太
宗
の
太
雫
興
國
二
年
乱
婚
軌
で
あ
る
と
調
ふ
。
佛
國
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
コ
を

も
の
は
奪
次
の
口
坂
古
は
私
の
調
査
で
ば
第
蓼
○
萱
六
聴
…
紙
背
交
書
の
北
翻
…
道

武
帝
の
天
華
七
年
○
西
欄
棚
、
凹
取
下
は
第
蓼
球
九
〇
號
紙
背
交
書
の
北
胤
禾
男
心
示
の

至
道
二
年
酒
慨
軌
な
れ
ば
、
年
次
の
上
限
・
下
…
眠
何
れ
に
於
て
も
北
京
の
も
の

が
佛
國
の
も
の
の
中
に
包
含
さ
れ
て
絡
ふ
課
で
あ
る
。

　
『
敦
燦
灘
録
』
の
方
に
は
叙
上
の
願
文
以
下
聯
歎
に
至
る
八
項
に
分
ち
、
合

計
十
二
篇
の
攣
文
残
簡
、
三
十
覧
鷲
の
偏
讃
、
九
鷲
の
…
膏
韻
書
、
十
四
篇
の

交
疏
、
十
八
篇
の
契
約
交
書
、
四
篇
の
傳
記
類
残
髄
、
四
篇
の
日
録
類
、
十

礁
篇
の
難
文
、
総
計
一
百
拾
萱
通
の
文
書
を
蓬
録
し
あ
り
て
、
何
れ
も
貴
箪

な
る
も
の
で
あ
る
が
、
風
浪
の
佛
國
に
あ
る
も
の
を
調
査
し
た
る
知
識
に
塗
・

櫨
し
て
之
を
見
る
と
、
原
典
に
も
翻
字
。
誤
宇
も
あ
ら
う
が
、
詩
閣
、
慰
氏
が

蓬
録
に
翻
り
て
、
原
典
の
文
字
を
誤
讃
し
て
遙
録
し
た
る
も
の
が
霧
砲
に
多

い
と
愚
は
れ
る
。
本
誌
第
二
十
三
巻
第
四
號
掲
載
の
拙
稿
『
唐
代
の
融
邑
に

晶
禦
ぎ
て
ハ
下
）
』
の
射
記
第
二
・
欝
記
第
ヨ
に
於
て
私
の
指
摘
し
た
る
が
如
き

原
典
誤
讃
は
、
本
穀
を
蓮
じ
て
至
る
嘘
に
充
満
し
て
縁
る
。
史
料
の
蓬
録
で
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紹

介

第
二
十
四
巷
　
第
…
號
　
　
二
〇
七



、
紹

介

第
二
十
四
巻
第
｝
號
　

二
〇
入

、
は
、
原
典
の
文
字
を
戯
し
く
傳
へ
る
こ
と
、
文
書
の
原
歯
式
を
破
壌
せ
ぬ
こ

．
ど
と
は
何
と
申
し
て
も
三
重
要
事
で
あ
る
に
、
斯
か
る
誤
讃
の
多
い
の
は
費

・
に
大
憲
礎
で
學
に
忠
な
る
蓬
録
と
は
串
せ
ぬ
Q
本
書
を
利
用
せ
ら
る
る
人
は

　
絵
程
注
意
せ
な
け
れ
ば
意
は
ざ
る
の
結
果
を
轟
く
で
あ
ら
う
。
そ
は
兎
に
角

「
北
京
に
あ
る
蚊
顧
麟
文
需
の
大
薩
を
知
る
爲
に
は
蓋
し
便
利
な
る
調
査
報
告
書

・
で
あ
る
。
　
一
昨
年
六
月
め
刊
智
と
あ
る
も
、
我
か
邦
へ
ほ
じ
め
て
舶
載
せ
ら

れ
た
の
は
昨
年
八
月
下
旬
で
あ
っ
た
。
（
査
二
腿
、
商
務
印
講
館
獲
行
、
便
戴

元
四
角
）
〔
那
波
澗
爽
〕

支
幹
の
建
築
と
藤
狙

撃
　
野

貞
著

　
故
闘
開
野
繍
剛
士
が
伊
東
械
一
士
と
と
も
に
支
那
建
施
染
史
の
㎜
閉
三
遍
で
あ
り
、
撚
…

，
威
考
で
あ
っ
た
こ
と
は
誰
も
知
っ
て
み
る
が
、
そ
の
勢
作
は
、
大
著
『
支
那

、
佛
教
謡
曲
膿
』
と
か
、
『
熱
河
温
と
か
、
『
鍍
金
時
代
の
建
築
と
図
像
』
や
朝
鮮
蘭
剛
係

の
著
蓮
以
外
は
あ
ま
り
親
ま
れ
て
る
な
い
。
そ
れ
は
多
く
建
築
灘
誌
と
か
、

美
術
工
藝
の
諸
著
録
に
載
せ
ら
れ
て
み
る
た
め
で
、
歴
史
家
の
こ
れ
を
利
用

す
る
人
は
至
っ
て
少
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ま
こ
」
に
樽
士
の
論

．
文
集
が
刊
得
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
容
易
に
抵
き
う
る
こ
と
に
な
る
の
は
ま

こ
と
に
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
一
艇
嘱
支
那
の
建
築
と
藝
薇
…
』

の
紹
介
に
あ
た
っ
て
、
豫
皆
さ
れ
た
爾
飴
の
腰
揚
が
速
や
か
に
出
そ
ろ
は
ん

こ
と
を
断
っ
て
や
ま
な
い
Q
博
士
が
細
霧
な
考
謎
を
さ
れ
た
こ
と
は
法
隆
寺

の
論
争
な
ど
に
は
よ
く
あ
ら
は
れ
て
み
る
が
、
へ
い
ぜ
い
博
士
の
大
著
に
親

、
ん
で
み
る
「
と
、
、
さ
・
う
い
ふ
鮎
は
口
兄
挑
…
し
ゃ
す
～
＼
た
“
大
》
ざ
な
仕
事
を
し
た

方
だ
と
い
ふ
風
に
印
象
さ
れ
る
が
、
か
う
し
て
論
文
集
が
出
て
見
る
と
や
は

り
そ
の
細
…
緻
た
糧
・
風
が
よ
く
偲
ば
れ
る
。

　
ま
つ
全
篇
を
綜
括
す
る
ご
と
く
、
勢
頭
に
「
支
那
藝
術
史
概
説
」
が
あ
る
。

建
築
を
生
心
に
命
玉
、
繕
墾
、
工
藤
と
垂
範
綴
に
わ
た
り
た
雛
縮
搬
に
罪
す

る
轍
の
み
が
少
い
の
は
て
う
ど
博
識
の
研
兜
さ
れ
た
範
園
を
反
映
し
た
も
の

で
偶
然
で
な
い
。
こ
れ
を
伊
東
樽
廟
堂
文
集
の
綜
累
世
で
あ
る
「
支
那
建
築

物
し
と
か
、
「
東
洋
建
築
愛
し
に
く
ら
べ
て
見
る
と
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の

特
色
を
あ
ら
は
し
て
み
る
と
思
は
れ
る
。
ま
た
大
饗
西
撲
氏
の
『
東
洋
美
術

史
』
な
ど
に
く
ら
べ
て
見
る
と
、
大
粒
氏
の
文
献
的
な
の
に
甥
し
こ
れ
は
全

く
實
物
に
灘
し
て
み
て
、
た
し
か
に
一
段
の
蓬
渉
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
支
那
の
陵
墓
し
も
薄
闇
研
究
の
大
き
な
分
野
で
、
晩
年
東
方
交
化
學
院
に
お

け
る
研
究
の
主
題
で
あ
っ
た
。
上
は
周
の
女
武
王
陵
か
ら
下
は
清
朝
の
留
陵

に
及
ん
だ
叙
違
で
、
そ
れ
が
み
な
實
地
の
踏
査
に
も
と
づ
い
て
み
る
の
で
あ

る
か
ら
、
全
く
他
人
の
ま
ね
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
支
那
の
瓦
及
び

纏
し
「
支
郷
六
朝
乱
篭
の
墓
穂
に
就
て
」
も
古
墓
研
究
上
注
意
さ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
が
、
「
支
那
御
砺
の
檬
式
≒
爾
安
府
丈
廟
及
び
欝
欝
」
「
曲
阜
文
略
岡

交
門
と
丁
寧
昂
騰
戟
門
に
保
有
さ
れ
た
碑
賜
」
等
は
青
函
研
究
上
見
逃
す
こ

と
の
で
き
ぬ
記
銭
で
あ
り
、
ま
た
研
究
で
あ
る
。
讃
ん
で
颪
安
碑
林
の
條
に

及
べ
ば
、
誰
も
そ
の
叙
述
の
潜
思
で
あ
っ
て
、
要
領
を
え
て
み
る
の
に
喜
ぶ

で
あ
ら
う
。
「
南
北
覇
時
代
の
塔
と
健
陀
羅
堪
と
の
騰
係
」
は
塔
婆
來
漸
の
あ

と
を
論
じ
、
「
嵩
嶽
寺
十
二
角
十
流
羅
郷
．
塔
」
は
続
出
に
あ
る
唯
一
、
最
古
の

糠
塔
を
紹
介
し
、
「
慈
恩
寺
大
意
塔
と
率
爾
寺
小
風
塔
の
彫
刻
卓
越
」
は
こ
れ

ら
の
襟
代
壕
塔
を
紹
・
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
鯛
…
石
一
課
刻
の
佛
殿
鄭
声
よ
り
鷹

（　D．OS　）


